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AFTERNOON TEA
岡山大学大学院医歯学総合研究科

システム循環生理学

毛利　　聡

奈良県立医大，第二生理学教室の北川豊先生か

らバトンを受ける様御指名頂きました，岡山大学

システム循環生理の毛利聡（もうりさとし）と申

します．私は米国コロンビア大学に2年間留学さ

せて頂き，平成14年7月に帰国しました．留学

地がニューヨークと言うことで，まずお話しすべ

きはワールドトレードセンター（WTC）へのテ

ロでしょうか．その日は，これから実験を始めよ

うと言うときに，家内から飛行機がWTCにぶつ

かったらしいと電話で知らされ，ラボの同僚と一

緒に屋上まで見に行きました．働いていた研究施

設はマンハッタンの北端で，南端にあるWTCが

煙を上げていましたが，その時は煙の量もさほど

では無いように見え，セスナでも当たったんだろ

うと話しながら，エレベーターに乗って部屋に帰

りました．その後ラジオを聴いていると，二機目

が突入したという話になり，屋上で見続けていた

同僚が，‘WTC is gone! ’と興奮して帰ってきま

した．まさかと思いながら外に行くと，遠くにそ

びえていたWTCの場所に，西風に煽られながら

大きくなって行く煙の柱が見えました．

毎日通っていたハドソン川にかかるジョージワ

シントンブリッジも閉鎖され，夕方7時頃によう

やくシャトルバスだけが往復を始めました．夕暮

れにバスターミナルの外まで長蛇の列を作って待

っていましたが，誰も文句を言うでもなく，意外

なほど行儀よく並んでいたのが印象的でした．橋

の対岸では家族を迎えに来た人達がたくさんい

て，無事を喜びつつ，これは大変なことになった

という雰囲気でした．大学も一日お休みになりま

したが，しばらくは皆，落ち着かない感じでした．

空には，いつも休み無く飛び交っていた航空機の

姿はなく，時折爆音とともに戦闘機が哨戒してい

ました．

それからは日本のテレビでも放映されていたと

思いますが，いつもにまして街中に星条旗が溢れ

ていました．行き交う車の半分位は星条旗を付け

ていたでしょうか．家の窓にも道路にも，取り憑

かれたように掲げていましたが，やはり不安だっ

たのでしょう．時間が経つにつれ，少しずつ減っ

ていきましたが，ロックフェラーセンター前のク

リスマスツリーと一緒に毎年飾られる万国旗がす

べて星条旗になっていて，残念な気がしました．

留学中の仕事の話は誰も興味が無いと思います

ので，このまま雑談を続けます．渡米して最初の

一カ月はマンハッタンの48 streetに住んでいま

した．スタジオと呼ばれる，言ってみれば大きめ

のワンルームマンションなのですが，さすがニュ

ーヨークの真ん中だけあって，月3000ドルもし

ました．未来永劫これより高い家賃の家に住むこ

とは無いでしょう．その上夜中は道路工事の音が

うるさく，慣れない環境で疲れ果てて帰ってくる

私を更に消耗させてくれました．家内はつわりが

ひどく，ニューヨークの真ん中で出かけもせずに，

ずっと呻りながら寝ていました．その後，ハドソ

ン川を渡ったニュージャージー州に引っ越しまし

たが，暖炉もあり緑に囲まれた家で，こちらは今

でも写真をみると懐かしく，機会があればまた行

ってみたいと思います．

最後に月並みなまとめで申し訳ないのですが，

ラボの同僚には本当に良くして貰いました（本当

は困った奴もいましたが）．ボス以外にはアメリ

カ人がおらず，皆自分が渡米して来たばかりの頃

を覚えているのか，困った時にはいつも助けてく

れました．また，実際住んでみるとわかるのです

が，アメリカでは困ったことが良く起こるのです．
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電話のトラブル，車の免許，何でこうなるかなと

いう目に幾度も遭いましたが，過ぎてしまえば良

い思い出です．今でも同僚からメールが来ている

と，一日楽しく仕事が出来ます．ボスからの早く

論文を仕上げろと言う催促のメール以外は…

東京女子医科大学・医学部・第二生理

白川　英樹

この度，生理研の宮田麻理子先生よりバトンを

受けてこのコーナーに寄稿させて頂くことになり

ました．自由気ままな内容でよいということでし

たので，私が生理学的な研究を志向した経緯など

を書かせて頂きたいと思います．

そもそも私が生理学的な研究に興味を持ったき

っかけは，筑波大学の3年生の時「動物生理学特

論」とかいう科目を選択したことでした．講義の

担当者は内藤豊先生いう方で，ゾウリムシの生理

学の分野で多くの業績を残してこられた人です．

その先生が，どんな講義をしたのかというと…全

然講義をしなかった！会議があるとか何とか理由

をつけて（大の会議嫌いでも有名な人でしたが），

ほとんど何も話をしないどころか講義室にも来ま

せんでした．そして学期末のレポートの課題が，

かの名著B. Hilleの“Ion Channels of Excitable

Membranes”の一部を要約せよ，というもので

した．「Electrochemical potential？」「Voltage

clamp？？」というレベルだった私には，かなり

の時間を費やす羽目にはなりましたが，その過程

でHodgkin，Huxley，Katzらの一連の原著論文

を読みあさり，その実験設計からモデルの構築に

至るエレガントさ（ロジックの見事さ）にいたく

感激し，また憧れを抱きました．「何も教えてく

れなかった」内藤先生に感謝…．

3年生を終えた時点で休学してアメリカで1年

間遊んでいた私を，卒研生として快く（たぶん）

受け入れてくださったのも内藤先生でした．卒研

の期間中，ほとんど放ったらかされていましたが，

「実験装置ができれば，あとはサルでもできる」

という一言だけは未だに覚えています．「サルで

も…」というのは彼独特の言い回しですが，「そ

こから得られるであろうデータとその解釈まで論

理的に考えた上できちんとセットアップを組め

ば，結果は自ずとついてくる」という意味合いだ

と解釈し，現在でも実験に対する私自身の基本的

なスタンスとなっています．

哺乳類卵細胞をモデルとして細胞内カルシウム

の制御機構の全体像を明らかにしよう，というの

が私の研究テーマですが，その過程でどうしても

複数の細胞内因子を同時測定する必要がでてきま

す．現在は，何種類もの蛍光性プローブを細胞に

導入して，それぞれのシグナルを同時に分離計測

できる測定・解析系を構築中です．カルシウムの

ウェーブやオシレーションといった現象につい

て，Hodgkin-Huxleyのような美しいモデルを描

くことを夢見て研究を進めています．

東京慈恵会医科大学・総合医科学研究センター・

神経科学研究部・神経生理学研究室

加藤　総夫

先号の金沢大院・医・血管分子生理の吉岡和晃

先生からバトンを渡された．

時実利彦先生が，今からちょうど40年前に岩

波新書「脳の話」を執筆された時「将来，脳研究

が日本に根付くためには国庫から研究費が配分さ

れることが必要だが，その配分を決めるのは文科
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系の役人や国民の代表なので，社会における脳研

究の意義を彼らが理解することこそが将来の脳研

究の発展に必須であり，そのためにこの本を書い

た」ということを話されていたそうだ．その帰結

が今日の神経科学研究の興隆として現れているこ

とはいうまでもなく，すべての日本人脳研究者は

「脳の話」をどこか高いところに置いてその前で

深い感謝の意を表明すべきである．

世界最大の神経科学研究者集団である北米神経

科学学会の活動で感心させられるのは，Brain

Awarenessという標語の下，小学生から高校生

に至るまでを対象に，脳科学の普及・啓蒙活動を

積極的に進めている点だ．Tax payerに対する

accountabilityとしてこのような活動が重要であ

ることは筆者が繰り返すまでもない．しかしそれ

だけのためならば，実際に税金を払っている大人

だけを集めて，このような成果が上がりました，

とだけ報告すればよい（もちろんそれは重要なこ

とだが）．

ではなんのために，小学生や高校生に脳の話を

しなければいけないのか？　因果関係がわかりや

すく，しかも，本学会でも真剣に考えるべきなの

は，将来の脳科学者・生理学者を輩出させるため，

という目的である．ノーベル化学賞を受賞された

白川博士の少年時代のエピソードがその典型例

だ．理研脳センターなどの一般公開には多くの近

所の小学生や中学生があふれるほど集まって，ヤ

リイカを見たり，蛍光顕微鏡を覗いたりしている．

彼らの中から未来の神経生理学者を出さなければ

ならない．

10年以上前「ものすごくわかりやすい脳の本

を出したい」という旧友のマンガ家久住昌之氏の

誘いに答え「脳天観光」という過度なほどまでに

やさしく書いた脳科学の啓蒙書を共著として上梓

した（最近，扶桑社文庫から第2刷が出た）．「こ

うすれば頭がよくなる」とか「脳のしくみがこれ

でわかった」とかいった短絡的天下り的啓蒙主義

を一切避けて，脳という臓器の素晴らしさとその

研究現場の面白さをできるだけ具体的に理解でき

るように執筆したこの本は，出版界ではかなり評

判になった．たとえば，新聞紙と糸とトイレット

ペーパーの芯とストッキングで中枢神経系の模型

を作る，なんていう話はかなり話題になったのだ

が，専門家としてみたらかなりふざけた本を書い

たことを恥ずかしく感じ，学会ではこの本の話題

を避けていた．

ところがこの数年「先生の『脳天観光』を読ん

で脳研究に興味を持ちました」と話しかけてくる

若い学生・院生によく出会う．研究の話を真剣に

している時にいきなりサインを求められたりする

と穴に入りたくなる．彼らは，私が「脳の話」を

読んだのと同じ高校生くらいのときに，拙書に出

会い，脳に興味を持っただけではなく，脳の研究

をしてみたいと思ったと言ってくれる．これは嬉

しいことだ．学部学生への生理学教育を充実させ

るだけではなく，さらに数10年後まで生理学を

活性化させ続けて行くには，現在の小・中・高校

生に生理学研究の魅力を伝えるような方法を真剣

に考える必要がある．

しかし，中・高校生を相手に脳科学や生理学を

広くわかりやすく伝えようとしなければならない

理由はそのような生理学者集団の利益のためだけ

ではない．本学会の会員ならばみな理解している

ように，ヒトゲノムまでを知りつくしてしまった

人類が，人間とはどういう存在なのかを21世紀

の科学の言葉で理解しなおそうとするとき，必要

となるのは生理学という視点である．遺伝子治

療・人工受精から植物人間・脳死にいたるまで，

人類がもはや，進歩した生命科学と無縁で生きて

行くことの不可能な時代に，人間は決してばらば

らな分子や臓器のカタマリではなく，それらが統

合された存在なのだという視点を自然科学的な立

場から提示しうるのが生理学であり，それは21

世紀の市民にとって必須の基礎教養となるはず

だ．研究費の申請書を書いたり，実験方法を工夫

したり，査読者コメントへの返事を考えたり，あ

るいは講義資料を作ったりする傍ら，午後の1杯

の紅茶でも啜りながら，生理学の視点がこれから

の社会にとって必要であることをどのように訴

え，それを将来の社会を担う自分の子供達の世代

にどのようにわかりやすく伝えていくことができ

るか，という，結局はすでに時実先生が提起して

いた問題を考えてなおしてみるのも悪くない．


